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連　載

を浴び，「バイオプラスチック」の研究開発が国内外で進めら
れている．ここでいう「バイオプラスチック」とは，日本バイ
オプラスチック協会（JBPA）が定義する生分解性プラスチッ
ク（グリーンプラ）およびバイオマスプラスチック（バイオマ
スプラ）を指している．
エコマテリアル研究会では，エコマテリアルとしてのバイ

オプラスチックを高分子科学，材料科学，環境科学，バイオ
テクノロジーなどの広い視野から多面的に研究し，地球環境
保全，資源有効利用と持続可能な循環型社会の構築に役立つ
材料の創製を目標として活動している．研究会は，JBPAの
協力も得て産官学が連携し，再生可能資源からのモノマー合
成，バイオプラスチックの開発，環境に関連する機能性高分
子について学術性の高い先端研究から最新の製品技術，さら
にこれらを普及させるための社会技術動向を含めた幅広いト
ピックを扱っている． 

基礎研究から社会実装へ

バイオプラスチックの研究開発の動機には，大きく分ける
と経済的な側面と政策的な側面の二つが考えられる．経済的
な側面とはその開発コストであり，原油価格水準が最も大き
な要因といえる．原油価格が下がれば，バイオプラスチック
を開発する動機づけは低下し，上昇すれば市場の要求も高
まって開発が進む．一方，後者の動機として，ヨーロッパや
アメリカ，日本などでは，低炭素化政策がバイオプラスチッ
ク開発，および生産を後押ししている．2017年のバイオプ
ラスチックの世界生産能力は，約 200万 t （バイオマスプラ
110万 t，グリーンプラ 90万 t）である．これは，世界の総
プラスチック生産の 1％弱を占めるにすぎないが，バイオプ
ラスチックは，毎年 20％程度の増加が見込まれている．こ

エコマテリアル研究会は，高分子学会に設置されている
22の研究会の一つである．この研究会は地球環境に配慮し
た「エコマテリアル」という新しい概念に基づく材料創製を目
的として，初代運営委員長である土肥義治先生（当時理化学
研究所）が発起人となって 1992年 4月に設立された．設立
当初よりエコマテリアルの社会実装を目指した基礎研究（者）
および応用研究（者）の議論交流の場として活用されている．

バイオプラスチック再考

古来より人類は，綿や絹などの生物由来高分子（バイオ高
分子）を生活のなかで利用してきている．近年，とくに第二
次世界大戦以降の高分子工業の歴史は，石油化学工業ととも
に発展してきた．一方で現在の高分子工業は，そのゴミ問題
の解決，原料の脱化石資源化，あるいはプロセスの低炭素化
など，さまざまな角度から環境低負荷型産業への転換を模索
している．このような背景のもと，バイオ高分子が再び脚光
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〜研究会の概要〜
設立：1992 年
運営委員長： 宇山 浩（大阪大学）
会員数：80 人（2020 年 1 月現在）
ウェブサイト：https://main.spsj.or.jp/c12/gyoji/ecomaterial.php
問合せ窓口：nishizawa@spsj.or.jp（高分子学会 西沢）

第 7回

エコマテリアル研究会エコマテリアル研究会
ーー 材料づくりから考える持続可能な社会ーー 材料づくりから考える持続可能な社会

● 今後の予定 ●
2020 年 10 月 23 日
　　「エコマテリアル分野における研究の最前線（仮題）」

（理化学研究所）
2021 年 3 月 12 日　「バイオプラスチックの市場展開（仮題）」

（東京大学農学部・弥生講堂）
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エコマテリアル研究会

耐水性をもつ生分解性澱粉複合材料の開発〔大阪大学，日本
食品加工（株）〕，さまざまな生分解性プラスチックの海洋分
解性評価（東京大学，京都大学，JAMSTEC）などが NEDO

の支援を受けて推進されている．
また，研究会メンバーが関係する社会実装を目指したバイ

オプラスチック研究課題のいくつかは，JST未来社会創造事
業によっても支援を受け，推進されている．

未来を担う材料を目指して

エコマテリアル研究会では，再生可能資源であるバイオマ
スを有効利用した有用有機化合物，モノマー，高分子の分
子設計，微生物，酵素，化学触媒による合成法， 植物による
高分子の生産，その生分解性評価・試験法について議論して
いる．また，環境の浄化をはじめ，さまざまな方面で環境負
荷低減に役立つ機能性材料の分子設計と技術開発に関する方
法論の検討など，社会実装に向けた革新的要素技術も議論の
テーマにあがっている．研究会では年 3回の定例研究会を
開催し，大学，公的研究機関，企業に在籍する第一線の研究
者に加えて，若手の研究者らによる最新の研究成果を講演形
式で紹介している．さらに，行政機関を含めたパブリックセ
クターからのエコマテリアルに関連する政策などの最新動向
の紹介も定期的に企画している．エコマテリアルに興味のあ
る研究者，学生のみなさん，企業や公共機関のみなさん，ぜ
ひ入会をお待ちしている．

れに加えて近年，研究室レベルでバイオマスから
合成できることが実証された化合物数はどんどん
増えている．安価な合成プロセスが実現すれば，
新しいバイオプラスチックの創製に加えて，従来
の高機能プラスチックがバイオプラスチックに置
き換わっていく可能性も高まっていく．最近，こ
れに関連して研究会メンバーの岩田忠久教授（東
京大学）と NEC 〔日本電気（株）〕，（株） LIXILら
が，日本ではじめて住宅設備機器・建材製品に適
用できる耐久性・耐水性を備えた多糖類系バイオ
プラスチックの開発に成功した（2019年 12月 5

日，この成果は環境省委託事業「令和元年度脱炭
素社会を支えるプラスチック等資源循環システム
構築実証事業」として実施された）．
一方で，海洋に流出したプラスチックゴミによる環境やヒ
トへの影響が大きな社会問題となっている．サーキュラーエ
コノミーを推進するイギリスのエレンマッカーサー財団によ
ると，2050年には海洋プラスチックゴミの総重量は，海洋
生物のそれを超えるとさえ試算されている．このようななか，
研究会では海洋生分解性プラスチックの基礎研究や社会実装
にかかわる研究課題についても積極的に取り組んでいる．研
究会メンバーの提案課題のいくつかは，2019年度「エネル
ギー・環境新技術先導研究プログラム」の「海洋プラスチック
ゴミ問題を解決する海洋分解性プラスチックの技術開発」に
選定された．現在，海洋環境を利用する新しい海洋生分解性
プラスチック創出〔群馬大学，日清紡ケミカル（株）〕，優れた

かすや・けんいち ● 群馬大学大学院理工学府教授，1997 年東京
工業大学大学院生命理工学研究科博士課程修了，＜研究テーマ＞海
洋生分解性プラスチック，マイクロバイオーム解析，生分解性プラ
スチックの生分解機構，酵素科学，微生物学，＜趣味＞釣り，園芸，
微生物採集
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図 1　 住宅設備機器・建材製品に適用できる耐久性・耐水性を備えた多糖
類系バイオプラスチックの開発
a）研究の概念図．b）試作品のイメージ．（株）LIXILプレス用資料より
許可を得て転載．




